
  

10月27日（土）荒天の中、40名の参加者をえて、金子安治さんのお話を聞く学習講演会が開かれました。真実の重みが

聴く者の胸を打ちました。アンケートの記載と写真で報告します。 
 

◆私の父は、「北支」（中国北部）で６年（？）も戦って運よく生還しました。金子さんとほぼ

同年齢です。１９４５年８月、敗戦で捕虜になった日本兵たちが、何年もたって帰国できた、

という話は、どこかで聞いて知っていました。それが、金子さんの「撫順戦犯管理所」のこと

であったことは今回初めて知りました。収容された１０００人の戦犯が、求められたのは、「認

罪」（住民への虐殺等の罪）であったこと。起訴された４５人を含め、死刑囚はいなかったこと。

帰国を許された金子さんが、日本で公安に付け回され、赤呼ばわりされ、仕事にもつけなかっ

たことなど、初めてわかりました。大人だけではなく、子供たちにも聞かせたいと思いました。 

◆思想や理念を語るより、生の体験ほど強力なものは無いということを金子さんの話の中で知

らされました。 

◆真実の重さにたじろいでしまいます。多くの帰還兵が口を閉ざし、 

記憶を消してしまいたい思いだと思います。金子さんの勇気に、敬意 

を表します。「愛国心は戦争放棄だ。」の言葉がまさしく心に落ちてき 

ます。 

◆金子さんの決意に言葉もない。印象に残った話では、①本当の愛国心 

とは戦争に反対すること。②親は子が戦死して、神になっても決して 

嬉しくはない。③被害者の側が、譲歩することは、大変なことだ。・・ 

・・私の今の気持ち。「日本国とは何だ！」 

◆体験者の話は誠に感動的に聞きました。学者の話より、勝るものです。 

この問題は、本などを読んだだけでは理解は難しいと思います。私は 

多少戦争中の生活体験があるので、十分納得ができるものでした。 

◆金子さん、高齢をおしてのお話ありがとうございます。「戦争をなくすことが本当の愛国心」

という言葉をしっかり心に刻みました。一人でも多くの人に知って欲しいと思いました。 

◆実際に、直接、中国の民間人の虐殺にかかわった方のお話を初めて聞きました。恐ろしくて

途中で帰りたくなりました。でもこれは事実なのです。戦場では人は人でなくなるのだという

ことを改めて感じました。 

◆戦争は人間性を奪う。実体験の話。私は文章で読んだり、自分の書く場合もありますが、体

験談はまた、重みがありました。本当に戦争に反対し戦う事が真の愛国者だと思います。 

 

「金子安次さんの戦争－中国戦線の現実－」 

からの報告 
10 月 27 日(土) ﾘﾘｯｸおがわ 

埼玉県・小川町の「おがわ町九条の会」の主催で１０月２７日（土）、小川町民会館「リリッ

クおがわ」で戦争体験者の話を聴く「学習会」が開かれた。 

 当日は２００２年に解散した中国帰還者連絡会（中帰連）に所属していた金子安次さんが招

かれ、『金子安次さんの戦争－中国戦線の現実』と題して、金子さんが体験を証言した。 

  金子さんは１９４０年１２月に現役入隊し５年間の戦争体験の後、シベリアに捕虜として５

年間抑留され、更にその後、今度は戦犯として約１０００人の仲間と共に中国に引き渡され、

６年間「撫順戦犯管理所」に収容された。 

 そして、５６年の軍事裁判で政府・軍高官の４５人を除き「起訴免除」とされ帰国、その翌

年に設立された「中国帰還者連絡会」に参加し、０２年の解散まで自らの体験や加害の事実を

証言しながら反戦平和と日中友好運動を続けて来た。 

 入隊の時、金子さんは母親の「コンペイトウ（階級）はいらないから無事帰って来い」との

発言に、当時は「何と不甲斐ない母親か」と思っていた。 

 山東省で５９師団だった金子さんは、初年兵訓練で罪もない農民を柱に縛り付け、中国人を

兵士が銃剣で刺し殺す（実的刺突）訓練をさせられた。また、多くの虐殺、略奪、そして、強

姦させないと怒った上官に「足を持て」と言われ、一緒 

にその女性を井戸に投げ込んだこと、その子が母親の後 

を追って井戸に飛び込み、上官の「苦しまない様に」と 

の指示で、その井戸に手榴弾を投げ込んだ事などを証言した。 

 収容された「撫順戦犯管理所」では何の制裁も強制も 

なく、当時、中国人がコウリャン飯を１日２食しか食べ 

られない時代に、白米を食べさせ肉野菜など十分に与え 

られ、寛大な措置を受けた。当初、彼らはこれで「処刑 

か？」と疑心暗鬼であったが、管理所の待遇や扱いはそ 

の後も変わらなかった。 

 それは周恩来の指示で、「処刑すれば家族は悲しみ恨むであろう。それでは憎しみの連鎖は断

ち切れない。２０年後には解る」と死刑も無期も認めなかった。そんな中で、かれらは徐々に

「認罪」し鬼から人間に戻って行った。 

 帰国直後、近所の友人の母親は１６年ぶりに帰国した金子さんを見て、「１０年経とうと、２

０年経とうと、おめーは帰ってきた。おらの倅は死しんじまったよ～ 」と泣き崩れ、慰める

言葉もなかった。そして、母親は帰宅した金子さんをしばらくの間じっと見つめ、自分の手で

そっと金子さんの足を払う仕草をし、「お前はお化けじゃねえだろうな～」と喜んだという。し

かし、その母親は金子さんの帰宅を待っていたかのように、その２ヶ月後に亡くなった。 

 戦後も中帰連の人たちは公安に付け回され、多くの人が「赤だの、洗脳者だの」と就職がで

きず、金子さんも自営業で頑張って来た。金子さんが心底反省したのは、帰国後、自分が所帯

を持ち「妻や子がどんなに大切なものか」を知り、自分は中国でその家族に何をしたかを振り

返った時、心から詫びたという。 

起立されて、矍鑠とお

話しする、金子さん 

埼玉「おがわ町九条の会」で、元兵士の証言を聴く学習会 
                   角山 芹沢昇雄 
この記事は「市民の市民による市民のためのメディア『JANJAN』（http://www.janjan.jp/）に芹沢さん（当会会員）が

投稿し、掲載されたものです。筆者のご厚意で転載させていただきました。 

会場にて、金子さんと筆者 

「おがわ町九条の会」は「憲法九条を守りたい」と思う方ならどなたでも入会できます。「おがわ町九条の会」は皆様の会費（一口２００円）とカンパで運営されています。ご連絡をお待ちしています。（0493-72-4445 西田） 

さらに詳しく金子さんたちのことを知りたい方は以下を訪ねてください。 

■「ＮＰＯ中帰連平和記念館」〒350-1175 川越市笠幡 1947-25 TEL&FAX：049-231-9706 

開館日（水･土･日） ■｢中帰連」URL：http://www.ne.jp/asahi/tyuukiren/web-site/ 




